
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒さや乾燥が気になる時期になりましたね。

厳しい寒さが続き、園庭に出ると「さむ～い」と

言っている子どもたちですが、外に出て少し経

つと上着を脱いで遊んでいます。手洗いうがい、

手指消毒を丁寧に行い、体をたくさん動かして

元気に冬を乗り越えていきたいと思います。 

うさぎぐみだより 
２０２３年度 2 月号 

尚徳福祉会生麦保育園  

～最近のうさぎぐみ～ 

 心も体もみるみるうちに成長しているうさぎ組。幼児クラス全体でみると、まだ幼さも残り保育士のフォロー

も必要なことが多かったのですが、最近は「黒田先生イス片付けておいたよ」「入ってない（空箱）ティッシュ

捨てたよ」など、さりげないサポートが身に染みています。「手伝って」と直接言葉にしているわけではないの

ですが、私がいつもやっていることや、あたふたしている時など子どもたちはよく見てくれているのだと感じま

す。そしてみんなのさりげない優しさや、思いやりの気持ちがとても嬉しく感じます。進級しても、大人になっ

ても今の優しさを大切にしてほしいです。うさぎ組のみんないつも優しくしてくれてありがとう。。。！ 

 

おしらせ 

★来月３月２日（土）懇談会を予定しています。詳細は後日お知らせします。 

 ★体調不良の時は、発熱がない場合でもお休みのご協力をお願いします。 

 ★お休みの欠席連絡は９時３０分までに電話をお願いします。連絡がない場合は 

  こちらから電話をすることになっています。 

～楽しかった高砂会～ 

１月の中旬に高砂会がありました。お正月遊びといえば、こまやかるた、 

  福笑いや凧揚げなどさまざまなものがありますが、少し難しい所が多く 

  ３歳児クラスで楽しめるお正月遊びはなにがあるかと考えていたところ、子ども

たちから「けんだま」やってみたい！とリクエストがありました。クラスではけん玉

で遊んだことがなかったので、どこでけん玉の存在を知ったのか。。。と驚きました。 

本物のけん玉は大人でも難しいので、みんなで作ってみることを提案すると大喜び！ 

高砂会で来てくださった方と楽しくおしゃべりしながら、新聞紙を丸めたり 

画用紙に好きな絵を描いたりして、オリジナルの手作りけん玉になりました。 

作った後は実際に遊んでみたのですが、そう簡単には入らずイライラする子やもどか

しくて手で紙コップの中に入れる子、真面目に何回もチャレンジする子など、 

子どもたちの新しい一面を見ることができました(笑) 

けん玉で一緒に遊んだ後は、高砂会の方と給食を一緒に食べて 

「またきてね」「また遊ぼうね」と約束していた 

微笑ましいうさぎ組の子どもたちでした。 


